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文教大学国際学部 

「文教ボランティアズ」の実践 － ７年間の軌跡 

 
国際ボランティア委員会 

                        委員長 生 田 祐 子 
          （国際学部教授） 
 
 文教大学湘南キャンパスには、「文教ボランティアズ」と呼ばれる学生たちがいます。自

発的に海外へ出かけ、ボランティア活動を行うグループです。世界の紛争地の復興現場に

立って、国際社会の平和構築活動を直接見聞すると共に、孤児や帰還難民の子どもたちに

文房具などの物資支援や精神的サポートを行ったり、住民たちの生活再建支援などを行っ

てきました。２００６年度からは、国際NGOの一つである国際飢餓対策機構の協力を得て、

同機構主催のワークキャンプと称するボランティア活動への参加も始め、アフリカ、アジ

ア、南アメリカの貧困地域の開発支援にも携わっています。 

海外での活動が主となることから、国際学部教員がアドバイザーとしてより持続的、効

果的に指導できるように、同学部内に教員組織である国際ボランティア委員会を設け、国

際機関や現地関係者、NGOとの活動調整や現地大使館への協力要請を含む全面的な支援活

動支援を行っています。これまで７年間という相当期間の活動の結果、文教大学として現

地の関係者とも持続的な関係が生まれ、国際協力活動の一端を担う大学として、内外から

の支持を得てきました。 

 ボランティア活動の基本的精神を実践するためにも、渡航費などの個人関係経費は全額

参加者の個人負担です。このため学生たちは、アルバイトをはじめとする様々な困難もま

さにボランティア精神を体現するために頑張ってきました。ボランティアという名前や活

動に興味があっても、海外でのボランティア活動に参加したり、その後も国際協力に取り

組むことができる学生は、決して多くはありません。それでも７年間の持続的活動により、

ボランティアズとして海外へ出ていった国際学部学生は、延べ１５０人近く、国内での活

動のみに関わる後方支援学生も加えると、２００人近い学生が、文教ボランティアズなら

ではの貴重な国際協力活動を学生時代に体験しています。 

 

 この活動は、ニューヨーク国連本部を退職して２００１年度から文教大学に赴任した中

村恭一先生の指導のもと、紛争直後のコソボ行きから始まりました。文教ボランティアズ
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がこれまでに出かけた地域は、コソボ、ボスニア・ヘルツェゴビナ、東ティモール，ウズ

ベキスタン、ネパール、ルワンダ、クロアチア、フィリピン、ウガンダ、ボリビアに及び

ます。いずれも民族和解、難民帰還、学校再建、孤児救援など紛争後の復興や開発に向け

て奮闘している地域です。 

学生たちは、学内外で集めた文房具や楽器、スポーツ用具、衣料品を困窮状態にある子

供や村人たちに届けたり、孤児院で孤児たちと生活を共にしながら衛生・環境教育をした

り、NGOのマングローブ植樹活動などに参加したりしてきました。また紛争被害児童（コ

ソボの少女ベシアナちゃん）の日本での治療支援や新潟中越地震の被災者支援のための募

金活動、あるいは実際に救援ボランティアとして現地被災地に出かけるなどの活動も行っ

てきました。 

 海外活動に参加した学生は、帰国後、一様に学生生活を送る意識が変わり、将来本格的

な国際協力活動を進路にしようと決意する学生が現れるのも大きな特徴です。現に卒業後

NGOや青年海外協力隊に参加して、海外での協力活動を実践する卒業生はその数を増やし

ています。最近の例でいえば、外務省国際協力局で実践的修業を始めた卒業生もいます。

現役学生、卒業生を問わず、やがては国際協力を自分の使命として取り組みたいという思

いを心の中に温めている人は少なくありません。 

 文教大学国際学部は、２００８年度から、これまでの国際関係学科と国際コミュニケー

ション学科の２学科が再編されて、国際理解学科と国際観光学科の新体制に変わります。

これを機にこれまでの国際ボランティア活動とこのボランティア活動報告も今回で一度終

止符を打ち、全面的に見直す運びです。しかしそれなりの実績を築いてきた海外での協力

体験活動は、これまでも中心となってきたゼミを核として継続させていきたいと考えてお

ります。 

文教大学内外の多くの関係者に対して、これまでのご協力に厚くお礼を申し上げます。

また将来展開される新たな形式の国際協力活動に対しても、強力なご支援を切にお願い申

し上げる次第です。 
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ボランティア活動と学生生活 
 

文教ボランティアズ代表 
岡 本 大 夢 
（国際関係学科 ３年） 

 

１． ボランティア活動を始めたきっかけ 

 私は広島出身で、被爆地広島でのさまざまな経験が今につながっています。 

小中学校では JRC（Junior Red Cross：青少年赤十字）の活動に関わり、小学校、中学

校、高校では平和教育を受け、「国際平和を実現するためにはどうすればいいのか」という

問いを常に考える環境にありました。中学２年生のときには母に連れて行ってもらった青

年海外協力隊の報告会で開発途上国の現状、そして日本の青年が世界各地で困っている人

のためにさまざまな活動をしていることを知りました。 

その中で、「ヒロシマの経験したこと、広島が廃墟から立ち上がったという事実を世界に

発信し、平和の大切さをアピールしたい」「国際平和のために何か役に立ちたい」という漠

然とした考えを持ち始めました。大学受験を控えた時期に、国際社会の働き、国連の活動

などに興味を持ちました。近くの図書館に行き、国連の活動についての本を探していると

きに一冊の本に出会いました。それが私のゼミナールの担当教授であり、ボランティア活

動の指導をして下さっている中村恭一教授が翻訳・解説されたブライアン・アークハート

の『炎と砂の中で － PKO（国連平和維持活動）に生きたわが人生』（毎日新聞社刊）と

いう本でした。この本を読んで国連の働き、PKOの働きにいっそう興味を持ち、中村教授

のいる文教大学国際学部への進学を決めました。 

大学に入り、「国際学入門」などの授業で世界をさまざまな角度から見ていく中で、大学

生として世界の役に立てることをしたいと考えました。そして、出会ったのが今活動して

いる「文教ボランティアズ」です。 

 

２． 文教ボランティアズ 

 文教ボランティアズは 2001年に発足し、今年度で７年目になります。国際学部の学生が、

主に世界各地の紛争地での戦後復興の支援や日本のNGOや現地のNGOが現地で行ってい

る復興プロジェクトへの参加、孤児院などの恵まれない子供たちの支援活動、難民支援な

どの活動をしてきました。直接現地へ行き、あまり支援の行き届いていない場所で「学生
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だからできること、自分たちにできること」を行うことを活動目標としています。これま

でにコソボや東ティモール、クロアチア、ボスニア・ヘルツェゴビナなどで活動してきま

した。 

 ボランティア活動といっても現地での活動だけではありません。現地のNGOなどに寄付

する募金やユースセンター（帰還難民の子供たちのための施設）に届ける文房具などの支

援物資の協力を大学所在地である茅ヶ崎市の市民や活動メンバーの母校に呼びかけるなど

の事前準備がとても大切です。募金活動は土日を使って行い、炎天下の茅ヶ崎駅前で、通

行人に協力をお願いしました。学内においても昼休みに募金協力を呼びかけました。 

また、現地での活動の前に活動地の内政や経済状況などをしっかりと理解していく必要

があります。そのために集まって勉強会も行いました。 

こうした地道な努力が現地での活動に活かされています。 

 

３． 活動に参加する意義 ― 教科書だけではわからない現状 

２００７年、私たちが活動したボスニア・ヘルツェゴビナは紛争が終結してから１２年

が経ちました。紛争については、本を読んだり、ビデオなどの映像を見たりすることによ

って理解することができます。大学の授業でも紛争のことやその後のことについては勉強

できます。しかし、その紛争を身近に感じることができるかといわれると難しいです。 

 現地の活動に参加することによって、私たちはボスニアの人々の「過去の戦争を悲観す

るだけでなく、民族和解に向けての前向きな姿勢」を感じ取ることができました。また、

砲弾の痕が残ったままの建物の壁や破壊された建物のあとなど生々しい紛争の傷あとを見

ると、同じ地球のなかで最近起きた紛争なんだということを実感しました。それはとても

衝撃的でした。紛争を現実のものとして受けとめ、さまざまな国際問題を身近に考えられ

るようになりました。 

 

４． 国際機関にはできない国際協力 

私たち学生のボランティア活動によって現地の人々の役に本当に立てるのか。このよう

な疑問は活動に参加したみんなが持っています。 

ある日、あるメンバーからこんな相談を受けました。「渡航費などの活動費を全部募金に

回したほうが現地の人々に役に立ちませんか」。これはボランティア活動をしている多くの

人が感じる疑問だと思います。しかし、私たちが現地へ行って活動することこそが大切だ

と思います。紛争から１２年が経ち、現地の人々は自分たちの悲劇を忘れられているので

はないか、紛争は遠い世界のことで、もはや他の地域の人には関係ないと思われているの
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ではないかという不安と寂しさを感じるのが普通です。そのような折に、遠い日本の学生

が訪れること自体を現地の人々はとてもうれしく思ってくれます。募金活動や文房具など

のわずかの支援物資であっても、それは国際機関などとは違う人と人の心を直接結ぶ手作

りの国際協力となっています。 

 

５． ボランティア活動を通して 

（１）さまざまな人々との出会いと協力 

 私たちのボランティア活動は多くの方々に支えられて成り立っています。募金活動など

キャンパス外での活動を通じてさまざまな方々と出会い、そして支援してもらっています。 

なかでも茅ヶ崎市内の学校、市民活動サポートセンターを通じて多くの市民の方々が毎

年支援をしてくれています。中学生や高校生は学内で募金や文房具の収集を呼びかけてく

れました。その中学校や高校の卒業生が、募金活動中に通りがかって声をかけてくれるこ

ともありました。市民の方々からの応援が私たちにとっての大きな励みです。「頑張ってね」

の一言をかけていただける度に暑い中の募金にいっそう気合いが入りました。 

 

（２）葛藤、とまどい 

ボランティア活動は楽しいことばかりではありません。メンバーのほとんどが自分たち

の活動に疑問を感じることもありました。 

「自分たちの活動は支援の行き届いていない場所で学生だからできることを行うという

ことだけど、募金活動をしていて、ホームレスの方が周りにいるにもかかわらず、その人

たちの支援をしていない。日本からずっと離れたボスニアの支援をしている」。こんな思い

で悩み、葛藤しました。しかし、活動が積み重なるにつれて、自分たちが決めたボスニア

支援に自信を持ってやっていこうと考えるようになりました。そのような思いの背後には

ボランティアズの先輩方が活動してきた７年間の実績と市民の方々の理解があります。 

また、周りの友達に「ボランティアなんてやって意味あるの？大変だね」と言われるこ

とが多くありました。しかし、自分が今やっていることが誰かの役に立つということがう

れしいし、ボランティアは意味がないとか大変だとか考えていてはできないと信じられる

ようになりました。ボスニアで現地の人々の笑顔を見たとき、やってきてよかった、次も

がんばろうという気持ちになりました。 

 

（３）苦労 

金銭面ではとても苦労しました。ボランティア活動という自分のやりたいことをしてい
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るのだから親には迷惑をかけられないという気持ちで、誰もが渡航・滞在費用などの経費

のためにアルバイトをしてお金をためました。 

また、親の理解という点で参加するかどうか悩んだメンバーもいました。紛争地に行く

ので、いくら今は安全だといっても親としては不安なところはどうしてもあります。しか

し、みんなそれぞれに親を説得し、理解してもらいました。先生から直接親に手紙や電話

で説明をしていただいたケースもあります。ボランティア活動では、たとえ学生の活動で

あれ、基本的には個人の自己責任で参加するというのが大原則です。他人の責任にすがる

ようでは紛争地の人々の苦しみを本当に理解し、少しでも役立つことができればという国

際協力精神は生まれません。それこそが先輩たちが身をもって示してきてくれたことです。 

 

６． 将来へのつながり 

  文教ボランティアズの活動に参加して一番大きかったことは、私個人に関して言えば、

将来の目標を明確化できたことです。漠然と「国際平和のために何か役に立ちたい」と思

っていましたが、「国連職員になって世界の平和構築の一助となる」という将来のビジョン

を描くことができています。 

春のニューヨーク研修では国連本部を見学し、国連職員の方々から直接国連の活動につ

いてブリーフィングを受けることができました。そればかりか多くの国連職員の方々と親

密にお話をする機会があり、彼らが国連で働こうと思ったきっかけや国連で働くまでの道

のり、国連内部の生の声も聞くことができました。国連が今行っている平和構築、貧困削

減などへの地道な努力の話を聞く中で、絶対に国連で働きたいという確信を持つことがで

きました。このとき知り合うことができた国連職員の方々とは研修の後もメールで将来に

ついての相談にのっていただいたり、国連についての質問をしたりしています。 

また、ボスニア研修では紛争の悲惨さを目の当たりにして、このような非人道的なこと

は再び起こしてはならないと強く感じました。広島出身の私にとって「ノーモア・ヒロシ

マ」とボスニアのスレブレニッツァ平和公園で見た碑文の”The Srebrenica never happens 

again To no one and nowhere !”は全く同じ願いです。 

 

７． 最後に 

ボランティア活動は自分たちだけでは決して行うことはできません。多くの方々の支え、

協力があってこそ成り立ちます。市民の方々の協力は私たちにとって欠かせません。文教

ボランティアズの活動がこれほど大きいものになったのも一般市民の方々や市民活動サポ

ートセンター、国際ソロプチミスト茅ヶ崎支部の皆様のご支援があったからだと思います。 
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生田祐子教授、中村恭一教授には私たちのために多くの時間を割いていただき、現地と

の連絡を始めさまざまな形でご尽力いただきました。またニューヨークでも、ボスニアで

も、現地に同行していただいた先生方から、国際社会や民族紛争、国際協力についてそれ

ぞれの現場で具体的に解説していただけたことは、教室の授業では絶対に得られない貴重

な実践的教育の機会だと思いました。 

最後に、私たちにとって不可欠だったのは親をはじめとする家族の理解と協力です。家

族がボランティア活動への参加を理解してくれて初めて、私たちは現地へ出かけることが

できました。 

 私たちの活動に賛同し、協力してくださったすべての方々に心よりお礼を申し上げます。 

本当にありがとうございました。 
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07年度活動報告 

活動を終えて － 座談会 

 
座談会参加者 
国際ボランティア委員会 委員長・生田祐子教授、委員・中村恭一教授 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 

岡本大夢（国際関係学科３年）、山崎裕惟（国際コミュニケーション学科３年）、

今井久美子（国際関係学科２年）、横澤麻友（同２年） 

フィリピン 

安西由記（国際関係学科２年）、戸谷帆奈未（国際コミュニケーション学科２年）、

目黒拓也（国際関係学科１年） 

ウガンダ 

 熊手智恵（国際関係学科２年）、二ノ宮裕史（同２年） 

ボリビア 

 木下大樹（国際関係学科２年） 

ニューヨーク 

小山浩太郎（国際コミュニケーション学科３年）、布施沙希恵（同３年）、 

岡本大夢（上述）、菅原実香（国際関係学科３年） 

後方支援 

菅原実香（上述）、山井めぐみ（国際関係学科２年）、大川友理恵（同２年）、加藤

智望（同２年） 

  

司会（中村恭一教授） 

皆さん、ボランティア活動ごくろうさまでした。ゴールデンウ

ィーク明けから本格的な準備が始まり、毎週水曜日の集会はもち

ろん、炎天下での募金活動やフリーマーケット、海外活動参加の

ためのアルバイトなど、本当に頑張ったと思います。学園祭でも

立派な展示をして多くの人に見てもらうことができました。 

そこで今日は、２００７年の活動を総括する意味で、皆さんから率直な感想を述べてい

ただいて、協力してくださった学内の友人や教職員、また茅ヶ崎市民活動サポートセンタ

ーや国際ソロプチミスト茅ヶ崎支部の皆さん、物資、募金で協力してくださった多くの方々
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へのお礼を込めた報告を座談会形式で行いたいと思います。   

感動したこと 

司会 

まず皆さんから、活動中に体験した「感動したこと」を話していただきたいと思います。 

 

岡本大夢（ボスニア・ヘルツェゴビナ） 

何と言っても、募金活動をしていたときの市民の方の応援です。夏の暑い中、毎週土日

に茅ケ崎駅前に立ってやったんですが、その暑さが吹っ飛ぶくらい市民の皆さんの「がん

ばって！」という言葉は嬉しかったです。 

文教ボランティアズがこれまで７年間活動してきたということがあるからこそ、応援し

てもらえるんだなと感じて、それが自信にもなりました。 

 

安西由記（フィリピン） 

私は現地の人たちの温かさに感動しました。いつも私たちを温か

く迎えてくれました。特に感動したのは、ハラーナです。フィリピ

ンでは男の子から女の子に告白するとき、彼女の家でギターを使っ

てラブソングを弾き語りして告白します。これをハラーナというそ

うですが、現地の人たちは、私たちを歓迎する意味でこのハラーナをやってくれました。

そして、一人に１輪ずつ白いバラをくれました。とても感動した夜でした。 

 

熊手智恵（ウガンダ） 

私が感動したことは村に着いた時の村の方々の出迎えです。私

たちが村に着いた時にはもう日も落ち、普段ならみんな寝てしま

っている時間でした。しかし、約 30人のおじさんやおばさん、子

供たちが歌やダンス、楽器などを演奏して賑やかに私たちを迎え

入れてくれました。私たちもさっそく一緒に歌い踊りました。約 24時間かけて、くたくた

になりながら現地に着いた私たちでしたが、その歓迎で元気になりました。村の人たちの

温かさに触れてよかったです。 

 

木下大樹（ボリビア） 

僕は景色に感動しました。どこまでも青い空、近い太陽、連なる山々…。ボランティア

ズに入ってなかったら、南米に行く機会だってなかったかもしれない。こんな経験が出来
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るのも、国際ボランティアズならではだと思います。 

菅原実香（後方支援） 

私は後方支援として募金やフリマとか国内での活動しか参加できなかったけど、その時

に募金してくれる人の心の温かさとか、小さい子供同士でお金を入れに来てくれたりした

ことに感動しました。少しでも、私たちの活動に興味を持ってくれて、理解してくれる人

たちがいることを知れただけでも嬉しかったです。そして、その人たちがかけてくれた「頑

張って」などの言葉の一つ一つに力をもらいました。 

 

小山浩太郎（ニューヨ ーク） 

まずニューヨークの NPO 団体 ABC(Association to Benefit 

Children)でのボランティア活動です。この団体は、病気や貧困、家

族などの理由で十分な教育が受けられない子供達が学ぶところです。

私達はここで、紙芝居・歌・日本の遊びや文化（着付け、紙飛行機、

書道）を彼らに紹介しました。私が今までに行ったボランティアは、川縁や団地での清掃

活動でした。それは、達成感は感じられるのですが、レスポンスがありません。今回のボ

ランティアは人間・子供たちが対象だったので、自分が行ったことに対してレスポンスが

すぐに返ってくるのです。それは、笑顔だったり、質問だったり、または退屈そうな表情

を浮かべたりなどです。このようなボランティアは初めてだったのでとても感動的でした。 

次にグラウンド・ゼロの訪問です。世界貿易センタービルは存在しなかったけれど、そこ

にはなぜか十分な存在感があり、独特の空気が感じられました。犠牲者を悼むと同時に、

感動をおぼえました。 

 

横澤麻友（ボスニア・ヘルツェゴビナ） 

私たちが行ったプリエドールにある２つ目のユースセンターにイタリアのトレント市の

学生が来ていて、彼ら主催のコンサートに参加させてもらう機会がありました。このコン

サートは紛争で破壊されたのち放置されたコンサートホールのような場所で電気もない真

っ暗な中で行われたのですが、ローソクの火の明かりの中、舞台上で「千の風になって」

を歌い、ボスニアやイタリアの人たちから拍手をもらいました。自分たちの来た意味を実

感できて感動しました。 

 

目黒拓也（フィリピン） 

今回、フィリピンのワークキャンプに参加させていただいたので
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すが、メンバー１５人のうち１４人が女性、男性が僕だけということで、初めはなかなか

馴染めませんでした。ほとんどの作業がペアであり、女性のメンバーはやはり女性だけで

組んだので、僕は一人になるところだったのですが、現地のある協会の青年会のみんなが

いつも僕についていてくれていたので、寂しい思いをしないで過ごすことができました。

このとき、彼らの人を思いやる気持ち、優しさに触れて感動しました。 

 

山崎裕惟（ボスニア・ヘルツェゴビナ） 

コーディネーター兼通訳をしてくれた、イゴーレ（Igor）という

青年がいて、彼は本当に親切で気の利く人でした。私たちはボスニ

アの言葉も話せないし、聞いて理解できないので、現地の人々のお

話はすべてイゴーレに英語にしてもらい理解することができました。

また、わがままを言ったりもしていたと思うけれど、おいしいレストランに連れて行って

くれたり、美しい滝があるマーティンブロッドというところを案内してくれたりしました。

彼のそんな優しさに感動しました。 

 

戸谷帆奈未（フィリピン） 

私も安西さんと同じで人の温かさを感じました。日本の文化にはない、ハグの習慣がと

ても素敵でした。たくさんの子供たちにハグをされて、とてもうれしかったです。また、

子供たちのやさしさにも感動しました。ワークの途中で雨が降ってきたのですが、子供た

ちは一生懸命になって傘を私たちに差してくれました。 

 

 

 

印象に残ったこと 

司会 

常にだれもが経験することですが、皆さんも現地の人々と活動や

交流を通して触れ合う数日間で多くの感動を得たことがよく分か

りました。特に子供たちから得た感動はいつまでも忘れられないと

思うし、この子供たちが親と同じような苦しみを味わうことがない

ような世界になってほしいと強く思ったことと思います。国際協力は理屈や理論よりも、

まずは感動すること、直接体験することだということを実感してもらえて非常に良かった

と思います。では次に、これらの活動中に印象に残っていることを話してもらいたいと思
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います。これは、いいことも悪いことも、さまざまなケースがあると思います。 

 

岡本大夢 

一つは、マイノリティ民族のロマの人々の生活の現状です。僕た

ちがロマの人々が暮らしているところに着くと、ロマの人々が押し

寄せるように近寄ってきて、ある種の恐怖のようなものを感じまし

た。ロマの人々が住んでいるところは一般の人々が住んでいる街の

中にあるんですが、入口は鉄の扉になっていて、周りとは隔離したような状況でした。鉄

の扉の中にある建物は掘立小屋のような粗末なもので６畳くらいの狭い部屋の中に１０人

くらいが住んでいるような状態でした。また、トイレと台所が隣同士にあるような衛生的

によくないところでした。僕たちがホームステイをしていた家がその近くに二つあって、

夜、女子の宿舎の家に送りに行った帰りに一人でロマの住居の前を通った時は街灯がない

こともあり、半開きになった鉄の扉の向こうに少し恐怖を感じました。 

二つ目は、地雷の恐怖です。町の郊外に車を走らせるとすぐに地雷があることを示すド

クロ・マークが道の両側に見られました。ドクロ・マークはだいたい５メートルおきにあ

って、現地の人々が毎日地雷を意識して生活していると思うと、背筋が凍る思いでした。 

 

熊手智恵 

私の一番印象に残っていることはウガンダの道です。都心部周辺はしっかりと舗装され

ているのですが、私たちが滞在していたムコノ地区と呼ばれる地域一帯は舗装されていま

せんでした。ウガンダの土地は粘土質で、雨が降ると溶けて柔らかくなります。そこを車

が通ってぐちゃぐちゃになって、その後晴れてその形のまま固まって道になるので、道路

は凸凹だらけ。そこを１２人乗り程度のミニバンで走ったのですが、ウガンダの人はその

道を普通の道を通るように通り抜けます。まるでジェットコースターのようでした。ジェ

ットコースター好きの私にとっては、とても楽しいひと時でした。 

 

安西由記 

私たちがフィリピンで活動していたビッグバナナ・バラン街には色が変わる川が流れて

いました。近くに染色工場があり、そこから廃水がそのまま川に流れてきます。さっきま

でピンクだったのに、それが紫になり、次の日は青だったり黄色だったりしました。そし

て、そこにはたくさんのプラスチックゴミ（お菓子の袋など）が浮いていました。私たち

と一緒に行った日本人のメンバーの一人がお菓子をもらい、そのゴミをどこに捨てればよ



14 
 

いか尋ねると、子供が「川に捨てればいいよ！捨ててきてあげる！」と言ってゴミを川に

捨ててしまったそうです。別の日に、私たちがワーク中にゴミ拾いをしていると、ある女

の子が私に「あなたはゴミ拾いが好き？」と尋ねてきました。私はなぜゴミ拾いが必要な

のか、英語の知識が足りなくて、あまりちゃんと伝えることができませんでした。結局そ

の子は手伝わずにどこかへ行ってしまいました。やはり、衛生面での教育が足りないのだ

と感じました。 

 

木下大樹 

プレゼントを沢山もらったことです。手紙、大切にしていたぬい

ぐるみ、おいしい食事。ボリビアの人たちは年に２回程しか肉を食

べないのに、僕は現地で沢山肉を食べました。本当に僕たちを歓迎

してくれました。ボランティア、国際協力は「与えるもの」ではな

いことを再確認しました。 

 

布施沙希恵（ニューヨーク） 

私の印象に残ったことはニューヨークのホームレスの人達です。私たちは、NY de 

Volunteer という文教大学卒業生である日野紀子氏が立ち上げ、代表を務める団体の協力で、

Bowery Mission というホームレスの人達を支援する施設でボランティア活動をしました。

私は今までにホームレスの人達をほとんど見たことがなく、ホームレスの人達はただ家も

仕事もなく且つ自分では仕事を探さないという勝手な偏見がありました。しかし、Bowery 

Mission にいたホームレスの人達は仕事を得ようと努力していました。それが私には印象的

でした。 

 

山井めぐみ（後方支援） 

学内募金を行っている時、多くの学生が募金に協力してくれてい

ました。しかし、こんな悲しいこともありました。ある学生が千円

札を何枚か手にしてこちらに向かって来たので募金してくれるの

かと思いきや、募金箱に入れる瞬間を友達に写真を撮らせ、その後

募金をせずに走り去ってしまいました。この文教大学の中にも、学生の間でボランティア

や学生生活に対する考えに温度差があることを実感させられ、一緒に頑張っている仲間、

現地で困っている人たちのことを考えると、とても心の痛む思いでした。 
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今井久美子（ボスニア・ヘルツェゴビナ） 

プリエドールでのホームステイ先の出来事が印象に残っています。

シャワーを使う時に十分にお湯が出なかったり、水しか出なくなっ

たりすることがありました。また、トイレの水の流れが悪く、洗面

所の水が出なくなったこともありました。首都のサラエボではイン

フラがだいぶ整備されていましたが、首都から離れたところではまだまだ整備されていな

いことを実感しました。ホームステイ先のお母さんに「水がここでは問題なの。日本では

そんなことはないでしょ？」と言われたことがとてもショックでした。 

 

戸谷帆奈未 

一番印象に残ったのは、フィリピンのスラム街・ビックバナナバラン街にある貧富の差

を隔てる壁です。貧しい人が上って来ることができないように、壁の上にはガラスの破片

が突き刺してありました。私はとても驚きましたが、フィリピンの人たちにとっては当た

り前で、壁に驚く日本人に驚いていたほどでした。 

 

横澤麻友 

紛争中対立していた二つの民族が一緒に野菜を作って生活してい

るというサラエボの民族融和のためのコミュニティガーデンに行き

ました。そこで生活する人たちは「紛争前は一つの大きな家族だっ

たのだから、終わった今、一緒に生活することは自然なこと」と言

っていました。それに対して政府の指導者の中には「独立するために紛争が起こったのだ

から、民族融和なんてありえない」と言っている人もいて、政府と民衆の両者の意識の違

いが印象的でした。 

 

 

 

苦労したこと 

司会 

それでは次に、苦労したことを話してもらいましょう。これは経験している最中は大変

苦しいことですが、後になると、実はこういう経験が非常に貴重であった、自分を成長さ

せたと思える場合が少なくありません。何でもいいので、率直に話してもらいたいと思い

ます。中には今思い起こせば、大変だった話が面白かったという楽しい思い出になってい
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るものもあるかと思います。 

 

布施沙希恵 

私が一番苦労したことはボランティアのために準備していたも

のを急遽変更しなければならなかったことです。私たちはニューヨ

ークで先に話に出たＡＢＣというＮＰＯで、病気にかかっている子

供達が教育の面で特別なケアを受ける、また貧困や家庭問題により

家族から十分な教育・保護を受けられない子供達が学ぶ場所にボランティアとして日本文

化の紹介をしに行きました。私たちはそのボランティアをする前日に、NY de Volunteer の

日野氏から前回のボランティアで紙芝居を子供たちにしたところ不評だったこと、紙芝居

をするのであれば少し工夫が必要だということを聞かされ、翌朝メンバー全員で集まり、

急遽紙芝居をクイズ形式に作り直しました。私にとってはそれが一番苦労したことでした。 

 

小山浩太郎 

ニューヨークで乗車したタクシーでの出来事です。私達はＯＣＨＡ(国連人道問題調整事

務所)に所属する国連職員の田瀬和夫氏の家に招かれ、お酒を交えながらお話をしていまし

た。深夜３時ごろになったので、そろそろ宿舎に帰ろうということでタクシーに乗りまし

た。しかし、これが悲劇の始まりでした。運転手に行き先を告げると、返ってきた言葉は

聞き取れないほどの強い訛りの英語。とりあえず、住所が書いてある紙を渡し、タクシー

は出発しました。大体３０分程で着くはずなのですが、３０分を過ぎても到着する様子も

なく、見たことの無い風景ばかりでした。異変に気づき、運転手にちゃんと目的地に向か

っているのかを尋ねてみても、返ってくる言葉は意味不明。何度も何度も同じ高速道路を

回り、明らかに道に迷っているようでした。料金メーターも上昇していくばかりでした。

次第に運転手がイライラして興奮しているのか、声を荒げることもありました。車内はと

ても危険な雰囲気でした。それでも 1 時間ほどかけて、やっと宿舎のホステルに到着しま

した。運賃も通常の料金の２倍程高い金額を請求され、散々でした。 

もう一つは、マンハッタンで宿泊したホステルでお湯が出なかったことです。シャワー

を浴びようとお湯の蛇口をひねったのですが、出でくるのはギンギンに冷えた水でした。

フロントにそのことを伝えたのですが、すぐには直らないとのことで、仕方がなく我慢し

て冷たい水で頭を洗い、水で濡らしたタオルで体を拭きました。ただでさえ寒い３月のニ

ューヨークで、凍えそうでした。 
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岡本大夢 

お金のやりくりです。基本的に日常の生活費は奨学金から出しているので、ボスニアに

行くためのお金をすべて自分でやりくりするのは大変でした。僕はアルバイトで塾講師を

しているんですが、週３～４回、多い時で週６回やりました。食事は自炊して外食は避け

ました。昼は弁当を作っていって、朝の弁当作りもちょっとした楽しみでした。 

次にシャワー事件です。ホームステイ先で夜中にシャワーの栓が壊れて水が止まらなくな

り、みんなで一生懸命止めようと頑張りました。ついには中村先生も起こして、やっと見

つけた工具で何とか止めることができました。騒ぎでホームステイ先のおばさんも起きだ

してきました。大変だったけど、こういう失敗談も、今では楽しかった思い出の一つです。 

 

山崎裕惟 

私はトマトが好きではないため、レストランでの食事のときに少し困りました。深いお

皿にトマトときゅうりを角切りにしたものを入れ、その上からチーズをどっさりのせたシ

ョプスカ・サラダをしばしば食べることになりました。トマトが小さく切られてあるので

食べられると思っていたのですが、意外とトマトばかりを残してしまいました。こんなに

おいしいのになぜ食べられないのかと、一緒にボスニアへ行った皆に批判されてしまい、

トマトが食べられたらなと心から思いました。 

 

二ノ宮裕史（ウガンダ） 

僕たちが滞在していた地区は水道が通っていませんでした。生活

に使う水はすべて政府が作った井戸から汲んで運んできます。その

仕事は子供がする仕事で、井戸の周りにはタンクを持った子供が大

勢いました。水を汲み１ｋｍぐらい離れた家に２０ｋｇぐらいのタ

ンクを運びます。家の遠いところは５～６ｋｍ離れたところから来るそうです。朝晩その

仕事を家族のために文句も言わずしている子供が印象的でした。そんな大切な水を僕たち

の洗濯、食器洗い、食事、風呂用に使わせてもらいました。お風呂に使うための水は２０ℓ

のタンク３つに、お湯のタンクが１つ用意してくれてそれを桶に混ぜて使うような形でし

た。お湯は現地の人が沸かしてくれました。向こうの人たちは風呂に入る習慣があまりな

く、僕たちが風呂に水を使うのを見て、不思議そうな顔をしていました。それに加えて僕

は参加したメンバーの中で年長の部類に入るので、なるべく水を使わないようにしていま

した。日本に帰ってきて電車に乗っていると周りの人がちらちらこっちを見てくるのが気

になりました。何でかなと思い実家の近くの駅で母親の迎えの車に乗ると、母親に「う～
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ん、裕史、ちょっと臭うよ」と言われました。それで電車の中での周りの人の様子が全部

理解できました。 

 

熊手智恵 

私にとって大変だったことはワークです。私たちはワークとしてムコノ地区にある建設

途中の職業訓練学校の土台作りをしたのですが、それが本当に大変でした。最初の２～３

日はみんな一列に並びバケツリレーのようにレンガを運ぶ作業。残りの日はクワとスコッ

プを使い土台のため穴を掘る作業でした。特に穴掘りは重労働で、堅い粘土質の土をクワ

とスコップだけで掘る作業で体中筋肉痛になってしまいました。日本人は大変そうに作業

をしていましたが、現地の人々は軽々と穴を掘り進めていました。ウガンダ人と日本人の

身体能力の違いを目の当たりにしました。 

 

戸谷帆奈未 

人に思いを伝えるということの難しさです。ボランティアズの写

真展示のとき、お客さんに「君たちはボランティアをしているとい

うよりお世話になっていることのほうが多いんじゃない？」と言わ

れてしまいました。そうじゃないって、もっと自信をもって言いた

かったです。形があるボランティア活動を紹介するのは簡単ですが、現地の人たちの精神

的な支えになったことを理解してもらうことはとても難しいと思いました。 

 

安西由記 

私は事前の募金活動とフリーマーケットが大変でした。荷物がたくさんあり、車に荷物

を積み込んでフリーマーケット現場に行っていたのですが、なかなか人が来ず、駐車禁止

で怒られ、誰かが来るまで周辺を走って時間を潰した日もありました。また、現地へ行く

資金は、全てアルバイトで貯めました。フィリピンはそんなに物価は高くはないですが、

１３連勤するなど、たくさんアルバイトをしました。 

 

木下大樹 

僕は言葉に困りました。英語もそうですが、ボリビアではスペイン語が話されていて、

現地の人たちや子供たちとコミュニケーションを取るのに苦労しました。 

 

加藤智聖（後方支援） 
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募金活動を始めてすぐの頃はなかなか人が集まらなかったり募金活動に慣れていないの

もあって、声が出なかったりして苦労しましたが、これもいい思い出になりました。 

 

総括 

司会 

本当は暴露されたくない話もあったようです。それにしても、

深夜のニューヨークのタクシーはいただけません。当時も厳しく

注意しましたが、人の好意に甘えて自分の居場所や身分を忘れて

いたというのは大失態です。無事だったから良かったものの、何

かあったら大変なことになっていました。解散後先生の目の届かなくなってからはつい気

も緩みますが、最後の夜などというのは本当に注意が必要です。徒然草に「過ちは易き所

にてこそあれ」と戒める場面があります。また「百里の道も九十九里をもって半ばとす」

という言葉もあります。帰国、帰宅するまで絶対に気を緩めてはいけないという教訓で、

後輩たちへもいい警告になったと思います。それでは最後に一言ずつ総括の感想を述べて

もらいましょう。 

 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 

岡本大夢 

一言で言うと「人との関わり」という面でとても成長できたと思います。ボランティア

活動を通じて校外の方と接する機会が多くありました。人との関わり方・接し方というの

はとても難しいものだなと実感しました。また、代表としてメンバーに何かをしてもらい

たいことを伝えることの難しさを感じました。どう伝えたら分かってもらえるか、どうや

ったら共通の目標・気持ちを持って取り組めるか、戸惑いの連続でした。最後にみんなで

同じ達成感を味わえたことは大きな感動でした。 

また、将来の進路に関しての思いを改めて強く感じました。国際協力の現場でその道のプ

ロとして働く、世界の平和構築のための一助となるという気持ちがさらに強くなりました。 

 

山崎裕惟 

文教ボランティアズという団体に所属できて、「世界」というものを知りました。テレビ

やインターネットなどでは先進国の話題が多く取り上げられ、開発途上国についてはあま

り多く見ることができないと感じています。しかし、私自身もボスニアへ行き、ボランテ

ィアズのメンバーたちもそれぞれいろいろな国へ行き、自分の目でそれぞれその国の状況
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を見ることができたと思います。やはり、その国に行って自分の目で見てみないと状況も

わからなければ、その国にはどんな助けが必要なのかもわからないなと思いました。ボス

ニアに行って心からよかったと感じています。 

 

横澤麻友 

ロマの人たちの家を訪問した日の夜、急遽依頼されたロマへの支援についてどうするか、

みんなで話し合うことがありました。現地で見たことを参考にしながら、支援をするかし

ないかについて、大学で学んでいる知識もフル活用して意見をぶつけ合ったことは、現地

に来ているからこそという充実感がありました。それまで現実味のなかったことを実際に

見て、内容の濃い話し合いができたので、本当に行ってよかったと思いました。 

 

今井久美子 

ボランティア活動を通して、国際協力やボランティアというのは相手のことをきちんと

理解し、相手の立場になって考えることが大事であると改めて実感しました。何かをして

あげるのにも、相手のことを理解し、ニーズに合った援助をしなければ意味のないと思い

ます。そうすることによってお互いの信頼関係も築けるし、持続した活動を続けられるの

ではないかと思いました。 

 

フィリピン 

戸谷帆奈未 

最初は不安なことがたくさんありました。危険な目に遭わない

か、体調を崩さないか、とか。親にも同じことを言われました。

けれどフィリピンから帰ってきて逆にとても生き生きしていると

言われました。 

 

安西由記 

私は日本国際飢餓対策機構との出会いがとても大きかったです。フィリピンから帰国後

も JIFHのいろいろな講演、イベントに参加しています。そのことで飢餓について考えるよ

うになり、マイ箸やエコバックを持つなど、自分の生活を見直すきっかけになっています。 

 

目黒拓也 

今までは世界の情報が目や耳を通して文字や音声が主だったので、実際に世界の現状を



21 
 

見てみたいと思い今回のプログラムに参加させていただきました。しかし、生で見て、感

じた世界は今まで自分が思っていたよりももっとひどい現状で、自分の甘さや無力さを改

めて思いしらされることになりました。そして、これからの自分の生活を変える有意義な

ものであったと思います。 

 

ウガンダ 

熊手智恵 

私はこの半年間を通じて本当にたくさんのことを学びました。その中でも特にボランテ

ィアという言葉そのものについてよく考えました。ボランティアと聞くと協力や募金、支

援などの言葉が思いつきます。しかし、ボランティアの本当の意味は自ら率先して動くと

いうことです。文教ボランティアズではたくさん率先して動いたつもりです。自ら率先し

て行い、人にも喜んでもらえるなんて、ボランティアって素敵なことだと思ったりもしま

した。さらにお手伝いをする立場にも関わらず、本当にいろいろな人々からたくさんのも

のを頂きました。優しさ、笑顔、愛、喜び、感動などです。ボランティアズをしていて良

かったと思う瞬間です。 

 

二ノ宮裕史 

春のセメスターはすべてをこのワークキャンプにかけていました。ウガンダを選んだ理

由は、アフリカは世界でも貧困で苦しんでいる国が多い地域で、その現状を直接肌で感じ

たいと思い、ウガンダに決めました。実際にウガンダに行き現地の人と交流し、直接話を

聞き、テレビや雑誌からしか知らなかった貧困を今までより身近に感じられるようになり

ました。 

 

ボリビア 

木下大樹 

得たもののなかで一番大きいものは「きっかけ」です。海外へ行くきっかけになったし、

ボランティアに従事し、国際協力のあり方について考えるきっかけになりました。今は、

自分に何ができるか、何をしていくかが、僕の考えるところです。 

 

ニューヨーク 

小山浩太郎 

このニューヨーク研修を通して、団体行動の難しさ、協力することを学びました。そし
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て、二つのボランティア活動を通して、アメリカの社会問題のほんの一端であるけれども、

垣間見ることができました。それは、メディアを通して加工されたものではなく、問題が

起こっている現場に自分の身を沈め、自分の目を通してです。そして、社会問題というも

のを国レベルではなく、自分の身近なレベルで捉えられるようになれたことがこの研修の

意義であったと感じます。 

 

布施沙希恵 

私はニューヨーク研修に行く前までは、ボランティアの経験は中学生の時の老人ホーム

訪問、町の清掃しかありませんでした。ボランティアというと自分が行ったもののイメー

ジしかなく、誰かのためにするものだと思っていました。しかし、このニューヨークでの

ボランティア活動を通して他の誰かのためだけでなく、自分のためにもするものであると

分かりました。ABC での日本文化紹介をすることにより、日本文化を改めて知ることもで

きたし、いろんな新しい知識を得ることもできました。また、今まで夢のまた夢でしかな

かった海外での就職も視野に入れるようになりました。 

 

後方支援 

菅原実香 

私は春のニューヨーク研修に参加しましたが、本当に貴重な経験をしたなと思いました。、

ボランティア活動ってこういうものなんだと知ることが出来たし、そこで経験したことを

きっかけに何か行動しようという気持ちが生まれました。そういう意味では自分にとって

大きなきっかけになりました。 

 

加藤智望 

とても個人的な話なのですが、私は今まで文教大学に来たくて来ていたわけではなかっ

たので、大学生活が全く充実していませんでした。でも、ボランティアズの活動に参加し

て、初めて大学生活が充実してこの大学に来た意味があったのかなと思いました。 

 

大川友理恵 

自分は文教ボランティアズの活動に中途半端にしか関わって

いなかったので、みんなの話を聞いていても人ごとにしか聞こ

えませんでした。もっと参加すればよかったと思いました。だ

から、来年現地に行って参加することができれば、感じること
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も違うのではないかと思いました。 

 

 

山井めぐみ 

この半年間、文教ボランティアズに参加してきて学んだことは、ボランティア活動を自

分の私生活の中でどこに位置づけるかということでした。ボランティア活動に参加したい

という気持ちは持っていても、他の勉強やアルバイトなど自分の生活まで変えるべきなの

かと日々悩みました。活動への参加はあまりできませんでしたが、これからの学生生活に

おいて、ボランティアの優先順位をはっきりさせるべきだなと深く考えさせられた半年間

でした。 

 

司会 

今回の様々な体験、教訓をこれからの学生生活、その後の進路で大いに生かしてもらえ

るよう願っています。また国際協力は一時的なものではなく、継続こそ命です。私は常々

国際協力を磨き支えるものに三つのビタミン C があると言っています。ひとつは、

Continuity （継続性）、２番目は Consistency（一貫性）、そして最後の Cは Compassion

（相手の立場に身を置いて考える同一性）です。直接国際協力の実務をする人だけが国際

協力者ではなく、さまざまな場で三つのビタミン C を大事にできる人こそ国際協力者だと

思います。ぜひ今後に生かしてください。 
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―ボスニア・ヘルツェゴビナ活動報告― 

岡本大夢 山崎裕惟 今井久美子 横澤麻友 山本記洋子(文学部英米語英文学科３年) 

 

 私たちは２００７年８月２２日から９月１日までの１０日間、ボスニア・ヘルツェゴビ

ナでボランティア活動を行いました。 

           

 

 

 

 

 

＜ボスニア・ヘルツェゴビナ概要＞【参照：外務省ホームページ】 

言語：ボスニア語、セルビア語、クロアチア語 

宗教：イスラム教、セルビア正教、カトリック 

ＧＤＰ：１１４億ドル 〔181 カ国中 103 位〕（2006 年、ＩＭＦより） 

 

＜歴史と現状＞ 

旧ユーゴスラビア連邦の崩壊が進む中、92 年４月、ボスニアの独立を巡って民族間で紛

争が勃発し、３年半以上にわたり各民族がボスニア全土で覇権を争って戦闘を繰り広げた

結果、死者 20万、難民・避難民 200万と言われる戦後欧州で最悪の紛争となりました。95

年のデイトン合意により戦闘が終結し、ボスニア・ヘルツェゴビナはムスリム系（ボスニ

アク）及びクロアチア系住民が中心の「ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦」と、セルビア系

住民が中心の「スルプスカ共和国」という、２つの主体から構成される１つの国家になり

ました。それぞれの主体が独自の警察や軍を有するなど、高度に分権化されています。民

族対立は完全に解消されたわけではありませんが、「欧州大西洋機構への統合」、即ち EU

及び NATO加盟は、民族を超えた共通の目的であり、ボスニア政府はこの目標に向かって

国際社会の支援を得ながら諸改革に取り組んでいます。国内の治安は比較的安定してきて

いますが、生活区域内には地雷危険地域もまだ多く存在し、経済発展を阻んでいます。首

都サラエボにはブランドショップがあるなど、都市の生活水準は日本とあまり変わらない

状況だと言えますが、都市以外の地域では道路が整備されていないところが多いなど、ま

だこれからという課題は多く残されています。 
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＜活動内容＞ 

８月２２日 サラエボ（Sarajevo） 

・サラエボ空港到着 

夜にも関わらず、中村健史氏（在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館・専門調査員）

が出迎えてくれました。 

 

８月２３日 サラエボ 

・日本国大使館訪問 

罍二夫（もたいふたお）氏（在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館・臨時代理大使）

や上田晋氏（在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館・一等書記官）、中村氏とボスニア

の印象などを話しました。 

・民族融和のためのコミュニティガーデン訪問 

大塚敦子氏（在サラエボ・フォトジャーナリ

スト）と合流し、民族融和のためのコミュニテ

ィガーデンへ。大塚氏は紛争地などで写真を撮

り、現地の人々と交流して本などを出している

方で、最新作の『平和の種をまく』の舞台にな

ったのがこのコミュニティガーデン。このガー

デンは、2000年に「アメリカン・フレンズ・サ

ービス・コミッティ」というクウェーカー教徒(キリスト教の一派)の団体の支援によって民

族間の和解と紛争で傷ついた身体と心のセラピーを目的として設立されました。ここでは、

イスラム教徒のボスニアックとセルビア系の人たちがかつて対立した民族の違いを乗り越

えて一緒に野菜を栽培することで日々の食料を自給。今ではその数は１６個所に増え、ボ

スニア・ヘルツェゴビナ全土に広がっています。和気あいあいとしたとてもいい雰囲気の

ガーデンでした。 

・地雷探知犬訓練センター見学 

地雷を探知する犬を訓練するセンターで、NPA 

(Norwegian People’s Aid)というノルウェーの

NGOによって運営されています。生後２ヶ月の子

犬の時から成犬になるまでたくさんのトレーニン

グをつみ、ボスニア国内だけでなくカンボジアや

エチオピアなど世界中で活躍しています。地雷探
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知犬は麻薬探知犬よりも高い能力が必要で、ベルギーシェパードという種類の犬が一番適

しています。血統によるところが８０％なので、いかに繁殖させられるかが鍵。火薬のに

おいを嗅ぎ当てることによって、地下１.５ｍの地雷も見つけられます。 

・地雷除去センター訪問 

 NPA が運営しているセンターで、地域に根ざした地雷除去の活動をしています。ノルウ

ェー政府が全額支援しています。ボスニアの国土の 3.68％に地雷が埋まっている可能性が

あり、これは、１００万人以上の人々が地雷の被害にあう可能性を示しています。社会復

興と精神的不安の解消には、地雷除去が大きな課題です 

 

８月２４日 プリエドール（Prijedor） 

・ハンバリネ（Hambarine）・ユースセンター訪問 

このセンターは帰還難民が多い村にある子供のためのセンターで、毎年募金活動で集め

た資金によるささやかな支援を行うとともに、子供たちと交流をするために、０５年から

文教ボランティアズが訪れているところ。大使館から借りた日本の伝統的な遊具で、セン

ター子どもたちと遊んだり、歓迎の歌を歌ってもらったりしました。わなげや紙風船が人

気で、有意義な交流ができました。 

 

８月２５日 プリエドール 

・ルビア（Ljubija）・ユースセンター訪問 

ＣＩＳＶ(Children's International Summer 

Villages)というイタリアのＮＧＯ団体が支援し

ている紛争被災家庭の子供たちのためのセンタ

ーです。ここでもセンターの活動維持のための

資金として募金活動で集まった募金を手渡しま

した。日本から持っていった半紙や筆、墨汁を

使って現地の子どもたちの名前を書くなど習字

遊びをやりました。また、ハンバリネ同様、わなげやけん玉、だるま落としなどで、日頃

楽しみの少ない子供たちに日本の遊びで楽しんでもらいました。 

・ロマの居住地区 

ロマの居住センターへ行き、少数民族のロマの人たちの暮らしぶりがわかるよう、家に

も案内してもらいました。ロマの人たちは、民族的な差別やボスニアの失業率の高さの影

響で職がなく、健康保険もないなど、他の民族に比べて貧しい暮らしをしていました。募
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金で鉛筆などの学用品を贈りましたが、鉛筆があってもノートがないことが分かり、急き

ょノートも現地調達して贈りました。 

 

８月２６日 ビハーチ（Bihac） 

ボスニア西部の都市で、紛争中の国連指定安全地域の一つビハーチへ行く途中の道路の

両端には、地雷が埋められている可能性があることを示す標識があり、まだまだ地雷が埋

まったままになっている個所があるのを実感しました。ビハーチの町では、紛争で壊され

た教会や古城を視察しました。 

 

８月２７日 プリエドール／サンスキーモスト(Sanski Most) 

・ＬＤＡ（Local Democracy Agencies）とのミーティング 

この団体はプリエドールを中心に活動しており、

２０００年からイタリアのトレント市の支援で

活動が始まりました。主に民族和解と失業者の

自立という２つの目的がありますが、大きな目

標は町を民主化することです。イタリアなどの

民主化モデルを見せ、自分たちの考え方を押し

付けずに物の見方をアドバイスしています。ま

た、現地の人にとって本当に必要なものを調査して、支援を進めているそうです。 

・サンスキモーストの遺体確認所見学 

体育館のように広い遺体確認所内は白骨化した遺体が千体近く、身元確認を待っていまし

た。遺体のほとんどが一般人のムスリム人で、これまで３５００体の身元が確認されてい

ます。しかし、まだ DNA 鑑定中のものや遺骨が十分に集まっていないものもあり、未だ家

族のもとに帰ることのできない状態です。紛争中、遺体は虐殺の事実を隠すために何度か

埋めなおされており、そのため、服が入れかわったり、骨の欠けてしまい、身元確認を困

難にしています。センターの遺体は埋められていた時の服や髪の毛などの遺品と共に並べ

られて、家族が確認に来た時の手がかりになるようにしています。衝撃的だったことは、

どうやって殺害されたかが遺体を見て分かったことでした。首の骨にある傷はナイフで殺

害されたため、骨にあいている穴があれば至近距離から銃で殺害されたという証拠になる

のです。 

 

 



28 
 

８月２８日 スレブレニッツァ(Srebrenica) 

・バッテリー工場跡（メモリアルルーム）の見学 

スレブレニッツァは国連が安全地帯と定め、国連

平和維持軍の一部として派遣されたオランダ軍が

守っていました。そのため、オランダ軍に助けを

求めて周辺の村からも多数の人が逃げてきました。

しかし、オランダ軍はセルビア人勢力に屈して、

基地であるバッテリー工場内に避難していたムス

リム人をセルビア人側に引き渡してしまい、女性

と子供はこの地区から追放される一方、男性は拷問のうえ、銃殺されることとなりました。

ボスニア戦争終結のためにアメリカが本格的に介入する元となった有名なスレブレニッツ

ァの虐殺事件です。これは第 2 次世界大戦中のユダヤ人虐殺事件以来、戦後ヨーロッパで

起きた最も悲惨な非人道事件として知られています。 

・メモリアルルーム 

バッテリー工場の建物が修復されて、紛争を偲ぶメモリアルルームが作られており、ボ

スニア紛争の記録映像を見ることができました。当時の映像が映されているもので、実際

にボスニアで見ることによって、より生々しく感じました。 

 

８月２９日 スレブレニッツァ 

・“Sara” associationとのミーティング 

市民会館にて、“Sara” Association という女性と青少年の自立を推進している団体の

方たちのミーティングに参加しました。１９９７年に設立し、“Sara”と名付けた理由は、

この名前は一般的な女性の名前で国際的にも知られているからだそうです。ドイツの NGO

が組織的に支援しているほか、国籍など関係なしにさまざまな国の人たちが支援してくれ

ています。障害教育や麻薬問題に関する教育、市民の人たちが自分たちでコミュニティを

作れるような企画をしています。また、民族間の対話をする場を設け、和解から理解へと

つながるような企画もしているそうです。 

・メモリアルパーク 

スレブレニッツァ事件で死亡、行方不明になった男性は七千人以上。これまでほぼ３千

遺体が身元確認ののち家族に返されてメモリアルパーク（ムスリム集団墓地）に埋葬され

ています。広大な墓地は身元確認が進めば、さらに拡大されることになっています。メモ

リアルパークの中には、「全能の神に祈る 悲しみは希望に  憎しみは正義を望む心に  母



29 
 

の涙は祈りに変わることを スレブレニッツァの

地獄は世界のどこにも、だれにも繰り返されては

ならない」。ボスニア語、アラビア語、英語で書か

れた祈りの碑がありました。他の石碑には、

「8372・・・」と刻まれてあるものもあり、これ

は今までに確認された虐殺を受けた人の数を表し

ています。「・・・」はこれからも増えるというこ

とを示しており、実際に毎年メモリアルパークの墓は増え続けています。 

 

８月３０日 サラエボ／モスタル(Mostar) 

・サラエボ大学訪問 

アズラ・ハジアフメトビッチ教授（サラエボ大学経済学部教授、欧州議会ボスニア・ヘ

ルツェゴビアナ（BH）代表）からボスニアの現状についてブリーフィングを受けました。

日本から各自が持参した雑誌や漫画、新聞を提供しました。大学内を見学したのですが、

私たちが予想していた以上にさまざまな設備が整っており、とてもきれいな学校でした。

同教授は 6 月に文教大学に来訪、特別講演をしてくださったボスニアでは非常に有名な学

者であり、政治家です。 

・世界遺産「モスタルの橋」見物 

 世界遺産である「モスタルの橋」を見に行き

ました。かつて、ムスリムとクロアチア人のコ

ミュニティは川を境界に分けられていました。

紛争でこの橋は破壊されましたが、2004年に修

復され、現在世界遺産となっています。白い石

が印象的なきれいな橋でした。 

 

８月３１日 サラエボ市内紛争の傷跡、日本国大使館訪問 

・サラエボ市内（オリンピックスタジアム、old town、空港トンネル） 

空港トンネルは紛争中、安全地であるサラエボ空港の南までセルビア軍に見つからずに

行けるよう、サラエボのムスリム人たちによって掘られたもの。トンネルの中は非常に狭

く、高さは 1.6mほどで、下にはトロッコのレールが敷かれていました。雨が降ると水が腰

の高さまでたまったそうですが、食料を始めさまざまな物資の輸送と人の移動にはなくて

はならない生命線でした。今は小さな戦争記念館の役割を担っています。 
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1984年に開催されたサラエボオリンピック（冬

季）のメインスタジアムは現在紛争で亡くなった

方々の墓地になっています。 

・日本国大使館訪問 

大使館を再度訪問、罍（もたい）臨時代理大使

と懇談、ボスニアでの活動の報告をしました。 

 

９月 1日 現地解散 
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―フィリピン活動報告― 

安西由記 戸谷帆奈未 目黒拓也 

 

私たちは２００７年８月２日から１４日までの１２日間、日本国際飢餓対策機構（JIFH）

の活動に参加し、フィリピンでボランティア活動を行いました。 

フィリピンの人々は陽気で明るく、優しく、歌と踊りが大好きです。私たちが行ったス

ラム街の子供達は元気に走り回っていました。そして雨のときには私たちに傘を一生懸命

差してくれました。 

 

＜フィリピン概要＞ 

言語：タガログ語、フィリピノ語、英語 

（その他 80前後の言語がある） 

宗教：キリスト教(83％)、イスラム教(5％) 

各目ＧＤＰ：1,169億ドル 

（2006 年、中央銀行、国家統計局等） 

 

＜活動内容＞ 

ワーク 

スラム街地域ではバスケットコート修理、七つの里子

の家の修理と建て替えなどを行いました。里子の家の状

態はひどいところでは今にも屋根が崩れそうで、におい

もひどく、衛生的にとてもひどい状態でした。フィリピ

ンの人はゴミを平気で道に捨ててしまうので私たちは

ゴミ拾いも行いました。また、子供たちと遊んだり子守

りをしたりしました。 

 

リコーダー教室 

フィリピンの子供達にリコーダーを日本から 39 本持っていきました。けれど子供たちは

リコーダーに初めて触るため、吹き方がわかりませんでした。そこで私たちはリコーダー

教室を開き、子供達に吹き方を教えました。初めて吹くリコーダーに戸惑いながらも子供

たちは一生懸命練習していました。最後の日、子供達は覚えたてのリコーダーで「カエル
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の合唱」の輪唱をしてくれました。私たちが帰国した後

もリコーダー教室を開いてくれるそうです。 

私たちはフェアウェルパーティーのときに、カントリ

ーロードのリコーダー三重奏をフィリピンの子供たち

にプレゼントしました。 

 

スラム街の様子 

貧富の壁 

 私たちが行ったビックバナナバラン街のスラム街で一番衝撃を受けたのは長い壁です。

この壁は裕福な人たちが作った、貧富の差を分ける壁なのです。壁の上には貧しい人たち

が上ってこられないようにガラスの破片が突き刺してありました。けれどスラムの人々は

この壁のことを気にしていません。むしろこのことに驚いていた日本人に驚いていました。 

「スラムの人たちは貧しい」。私たちはこのようなステレオタイプを頭の中に植えつけてい

るのではないでしょうか。けれどそんなことはありません。スラムの人たちは明るく、の

びのびと生活しています。家がひしめきあっているので近所の人や友達にすぐに会えます。

夜はみんなで笑って楽しく踊っています。私たちが見たのはそんな幸せそうな生活でした。 

 

《最後に》 

ボランティアとは、そして私たちが出来ること 

私たちはボランティア活動をするためにフィリピンに行きましたが、実際に私たちが出

来ることはとても小さなことばかりでした。実際、バスケットコートや家の修理はほとん

ど現地の修理専門の人が中心となって行っていました。けれど彼らと一緒に笑ったり泣い

たり、そしてお互いを思いやること。これは私たちでなくては出来ないことです。ボラン

ティア活動はけして目で見える結果だけのものではありません。現地の人たちの支えにな

ること、励みなること、それが私たちの一番のボランティア活動なのです。 
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―ウガンダ活動報告― 

熊手智恵 二ノ宮裕史 

 

 私たちは 2007年 8月 16日から 29日までの 13日間、日本国際飢餓対策機構（JIFH）

の活動に参加し、ウガンダでボランティア活動を行いました。 

参加したメンバーは文教大学から私たち２人、他大学から１人、保育士１人、高校生１

人、主婦１人、夢追い人２人、JIFH大阪事務所スタッフ２人、JIFH在エチオピア・ルワ

ンダスタッフ各１人の合計１２人です。 

学校建設予定地はまったく何も出来ていませんでした。雑草が抜いてあり、アフリカ特

有の赤い土がむき出しになっている土地だけがありました。ウガンダはキリスト教徒が国

民の８０％以上を占めています。私たちが滞在したムコノ地区もキリスト教が広く信仰さ

れていたので日曜は休息日でした。 

 

＜ウガンダ概要＞ 

面積：24.1万平方キロメートル（ほぼ本州大） 

人口：2,780万人 

宗教：キリスト教（60%）、伝統宗教（30%）、 

イスラム教（10%） 

 

 

＜活動内容＞ 

レンガを運ぶ 

 まずは建材のレンガを３０メートルぐらい離れた

ところからバケツリレーの要領で運びました。レンガ

はあらかじめ現地の方が作ってくれていました。はじ

め、私たち日本人は固まって作業を行っていましたが、

途中から近所に住んでいる人が自分の畑の手入れが

終わったからと手伝いに来てくれました。現地の人が

間に入り一緒にレンガを運びました。四日間で約五千

個のレンガを運びました。 
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穴掘り 

 ありったけのレンガを運んだあとは基礎のため穴を掘る作業

をしました。これが一番つらい作業でした。機械を使うとお金

がかかるため、くわとスコップだけで掘っていくのですが粘土

質の土地はかなり硬く掘りにくかったです。加えて夜に雨が降

ることが多かったため、その次の日はさらに硬くなっていまし

た。慣れない作業で手にマメができ、なかなか作業が進まない

こともありました。けれども、現地の人がやり始めるとさくさ

く進みます。それを隣で見つめていることもありました。３日間みんなの頑張りで掘り続

け、やっと長方形の建物の長辺を１つ掘り終えました。 

 

交流 

同じムコノ地区にイギリスから JIFHのワークキャンプに参加している方々がいました。

そのイギリスチームと２度ほど一緒に夕食を食べました。彼らは２週間滞在し、教会を一

から造り完成させることが目的でした。イギリスと日本から来た人々がウガンダの人々の

ために活動し、とてもいい経験になりました。 

 

コミュニティ訪問 

滞在中に近くのコミュニティを訪問する機会が何度かありました。どのコミュニティの

人もみんな温かい笑顔で迎えてくれました。その笑顔とは裏腹に貧しいため、色々な困難

があるとも話してくれました。家族のために子供たちは働かなければなりません。勉強を

したくてもできない、遊びたくても遊べない現状があります。それでも一番明るい笑顔を

見せてくれるのは子供たちでした。 
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―ボリビア活動報告― 

木下大樹 

 

私は２００７年８月１６日から２９日までの１４日間、日本国際飢餓対策機構（ＪＩＦ

Ｈ）の活動に参加し、ボリビアでボランティア活動を行いました。 

雲ひとつ無い青空、連なる山々、澄んだ空気。日本から約２４時間かけて向かった地球

の裏側には、標高が優に３０００ｍを超える世界が広がっていました。地下資源が豊富な

ためか、ボリビアの人々の生活は豊かであるように思えます。しかし、彼らの生活環境は

まだまだ改善の余地があります。例えば、学校や先生の数の不足や、栄養のある食事を十

分に取る知識不足などです。 

 

＜ボリビア概要＞ 

言語：スペイン語（他にケチュア語、アイマラ語） 

宗教：カトリック教（国民の９５％以上） 

産業：農業（大豆、砂糖等）、鉱業（亜鉛、錫、天然ガス等）が     

中心（一次産品への依存率が総輸出の８割を占めている） 

 

＜活動内容＞ 

チャラモコ村（Charamoco）の学校のトイレ建設 

・なぜ学校のトイレ建設？ 

学校は現地の人々にとってとても重要なものです。学校へ子供を通わせるために、学校

があるコミュニティへ引っ越す人たちも少なくあり

ません。小学生から高校生までが通うこの学校では、

不衛生な簡易トイレしかありませんでした。そこで、

清潔な水洗トイレを早急に建設する必要があったの

です。 

・深さ４ｍの穴を掘る 

今回のワークは基礎工事からスタートしました。

主に行ったのは、トイレの汚水を一時溜め、浄化するシステムを担う穴堀でした。その大

きさはなんと直径３ｍ、深さ４ｍ。これをスコップとツルハシだけで掘るという重労働で

した。 
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・大量の石や砂運び 

穴掘りと同時進行で、その穴の壁を作るための石や砂を運

ぶ作業を行いました。こちらも重労働で、ブルーシート等を

利用して石や砂を担ぎ、１００ｍ以上の距離を何往復もしま

した。 

 

《ワークを通して》 

現地の人々は力があり、とても簡単そうに作業を進めていきます。高地であるために息

がすぐに上がってしまい、このような作業に慣れていない私たちは作業の効率を考えると

足手まといだったかもしれません。しかし、彼らは私たちを温かく迎えてくれました。言

葉が通じないながらも心を通わせ、違う国の人間が１つの目標へ向かって協力し、努力し

ていく。これこそが国際協力のあり方の根本であると思います。 

 

チャヤ（Challa）訪問（ＪＩＦＨ日本人スタッフ活動地） 

チャヤは標高４０００ｍ以上、年間平均気温は５℃という大変厳しい環境下にあります。

人々はカラフルな民族衣装を身にまとい生活しています。 

・Ｗｅｌｃｏｍe Ｄａｎｃｅ！ 

チャヤ村の学校を訪問した際に、現地の子供達と触れ合う機

会がありました。民族音楽の生演奏が鳴り響き、子供達と手を

とってダンスをしました。うれしい反面、空気が薄いため、高

山病の症状が出て大変でした。 

温室栽培 

ＪＩＦＨ日本人スタッフの河合朝子さんの現地での活動を

視察することができました。彼女は厳しい環境下でも野菜の

栽培が出来るように温室栽培という方法をとり、現地に定着

させるために活動しています。野菜が栽培できるようになる

ことで、現地の人々の栄養不足を改善することが可能です。 

現地の人たちを巻き込む 

現地の人達のために活動しているのに、なかなかその思いは伝わらない。「言っただけで

は分からない、毎日の積み重ねによって分かってくれる」。国際協力において、現地の人達

の自主性を引き出す必要性を学びました。 
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ニューヨーク研修 
―国連、コロンビア大学交流、ボランティア活動― 

  青木槙美（国際コミュニケーション学科３年）小山浩太郎（同）塩澤孝哲（同） 

杉浦由莉（同）布施沙希恵（同）細井寛子（同）岡本大夢（前述）菅原実香（前

述）山本記洋子（前述） 

 

私たちは２００７年２月２８日から３月６日までの７日間、ニューヨークで国連研修やボ

ランティア活動を行いました。 

＜活動内容＞ 

・グランド･ゼロ視察 

 グランド・ゼロを視察しに行きました。世界貿易

センター（WTC）ビルが建っていた面影は、そこに

はありませんでした。あの何千人もの人が犠牲とな

ったテロの現場だとはすぐには実感することができ

ませんでしたが、みんな黙って立ち尽くし、何かを

感じ取っていました。その場にいると自然と涙が出てきました。現在現場はフェンスで囲

まれて、メモリアルタワーの建設が始まっていました。辺りはとても静かで、重機の無機

質な音だけが鳴り響いていました。 

 その後、日本で折った千羽鶴を贈るために近くのトリニティー教会へ行きました。ここ

は９.11のテロ発生時に避難地として使われていましたが、現在では犠牲者へのメッセージ

や多くの千羽鶴が飾られています。私達は亡くなった方々へ弔いの気持ちを込めて“千の

風になって”を歌いました。 

 

・国際連合本部研修 

ニューヨーク市・マンハッタンのイーストリバー

沿いに建つ国連本部での研修は、２日間行われまし

た。まず、１９２カ国の国旗が私たちを迎えてくれ

ました。そして、正面の入り口付近には「発射不能

の銃」という銃口が曲げられた銃のモニュメントが

飾ってありました。それは武器のない平和な世界を

意味しており、とても印象的でした。入場する際は
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とても厳しいセキュリティ・チェックを受けました。そして、今回の国連視察でお世話に

なった渡部真由美さんにお会いました。とても凛々しい印象を受けました。渡部さんは、

OCHA（国連人道問題調整事務所）の人間の安全保障ユニットに勤務されている方です。

まず初めに、国連外交官用食堂で昼食をとりました。そこには、普段私達がお目にかかれ

ないような様々な国籍、役職の人が集まっていました。昼食後は、日系アメリカ人のガイ

ドの方による国連見学を行いました。展示物や資料を見ながら、国連の歴史、悲惨な戦争

や貧困の現状に国連がどう関与しているかなどの説明を受けました。また、国連総会議場

や安保理会議場なども見学でき、テレビで見たことがある会議場に自分達が立っているこ

とがとても感動的でした。最後は、カフェテリアで渡部氏と私たち一人ひとりの自己紹介

を兼ねた懇談を行い、国連研修の 1日目を終えました。 

 ２日目は、４人の国連職員の方々からブリーフィングをして頂きました。植木康弘氏（国

連広報局）、田瀬和夫氏（国連人道問題調整事務所・人間の安全保障ユニット課長）、川端

清隆（国連政治局・安保理担当政務官）、小松原茂樹氏（国連開発計画）の４人です。人間

の安全保障や国家の安全保障、貧困などの問題への対応などについて、丁寧に話して頂き

ました。最後に、渡部氏に国連に入った経緯をお話して頂きました。 

 

・NPO Bowery Mission スープキッチン・ボランティア 

 Bowery Mission は男性ホームレスを対象に、食

事・衣服などを提供するだけではなく、様々な訓練

を通し、社会復帰を支援している NPO です。ここ

で私たちはランチを提供するスープキッチンという

ボランティア活動を行いました。 

 このニューヨーク研修で行った二つのボランティ

ア活動を取り仕切っていただいたのは、文教大学の

卒業生で、ニューヨークでボランティア活動を行うNPO団体“NY de Volunteer”代表の

日野紀子氏です。作業を始める前に、ホームレスの方と接するうえでの注意点を教わりま

した。それは、“Serve like serving a king.”、相手に王様に仕えるように敬意をもって接す

ることです。日野氏の指導のもとで、まず２グループに分かれて寄付された洋服の仕分け

や食料の整理整頓を行いました。NPOスタッフと共にお互いの言語（英語と日本語）を教

え合うなどの会話をしながら作業を進めていきました。配膳する前に、集まったホームレ

スの人々に“千の風になって”“Hail Holy Queen”の２曲を披露し、温かい拍手をもらい

ました。そして、丁寧に配膳した後、彼らと一緒に席について昼食をとりました。その後、
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施設内を見学しました。読み書きなどの勉強に使用するためのパソコンが１０台ほど設置

してあったことが驚きでした。 

 このボランティアを通して、アメリカの持つ社会問題の一端に触れることができ、とて

も意義のある活動でした。 

 

・The Association to Benefit Children(ABC)でのボランティア活動 

ABCは心身に障害を持つ子供達が特別な教育支援

を受けたり、貧困や家族問題により十分な教育・保

護を受けられない子供達が学べるように支援したり

する NPOです。私たちは手作りの紙芝居や歌を披露

したり、グループに分かれて話し合いをしたり、日

本の伝統文化である浴衣の着付けや書道、紙飛行機

づくりを彼らに体験してもらいました。中でも着付けと書道が人気でした。最初は固かっ

た子供達の表情も、次第に明るくなっていきました。私たちも彼らとの交流を一緒に楽し

むことができました。 

 

コロンビア大学の学生とのディスカッション 

私たちはコロンビア大学日本語学科３年生とディ

スカッションを行いました。テーマは「日本の習慣

と宗教」です。彼らが日本語を勉強しているという

ことで、話し合いは英語でなく日本語で行いました。

事前に日本の習慣と宗教について調べて準備してい

ったのですが、予想以上に深い質問に言葉に詰まってしまうこともありました。例えば、「香

典があるがなぜお返しをするのか」「角隠しにはどんな意味があるのか」「神社やお寺は現

在の家庭でどのように結びついているのか」「神社はなぜ赤いのか」「靖国参拝をする小泉

首相をどう思うか」などです。電子辞書に頼りながら質問に答えるという形になってしま

い、自国文化の知識の無さを痛感することになりました。世界に目を向けると同時に、日

本も見つめ直さなければいけないと感じました。 

 ディスカッション後は、広島出身のメンバーの一人が、「原爆・ヒロシマ」についてのプ

レゼンを行いました。彼らは静かに耳を傾けていました。アメリカ人から見る原爆は彼ら

の目にどのように映ったのでしょうか。 

 最後に、私達は「千の風になって」を歌い、素晴らしい交流会となりました。 
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後方支援として参加して 
菅原実香 大川友理恵 加藤智望 山井めぐみ 

 

私たちは文教ボランティアズの活動の中で、後方支援として事前準備を行ってきました。

今回の訪問先は、ボスニア、フィリピン、ウガンダ、ボリビアの４カ国で、いずれも紛争

や貧困によって物資があまり行き届いていない国々です。私たちは、現地に行って活動を

することはなかったのですが、準備やその後の報告会等を通して多くのことを学びました。 

 

１．募金活動 

学外では茅ヶ崎駅前で土日を中心に通行人に、また学内では昼休みを利用して学生たち

に募金の協力を呼びかけました。募金をする上で工夫した点はただ大きな声で呼びかける

だけではなく、訪問する国の写真や現状などをパネルにして掲示したことです。まずは目

からの印象によって、少しでも関心を集めることが募金への第一歩だと思いました。集め

られたお金がどのように使われるのかなどを詳細に説明することによって、人々の理解を

得ようと試みました。募金活動を行ってきた中で、私たちの呼びかけに振り向いてくれる

人、振り向かずにその場を通り過ぎる人、快く募金をしてくれて暖かい言葉をかけてくれ

る人など、様々な反応を見ることができました。文教ボランティアズに参加するまでは、

募金をする側だったメンバーも少なくなく、初めての経験によってボランティアの意義を

学ぶことができました。集められた募金は、ボスニア・ヘルツェゴビナへ全額寄付し、現

地の方にも喜ばれたとの報告が聞けてよかったです。 

 

２．フリーマーケット 

募金のほかに私たちは６月から、湘南台駅付近で月に一回開催されているフリーマーケ

ットに参加し、売り上げの収益を現地に寄付するために、募金活動と同様炎天下で活動し

ました。フリーマーケットに出品する商品はメンバーが持っているものだけでは足りず、

大学の教職員や学生、家族に必要のないものを提供してもらいました。今までフリーマー

ケットに参加したことがなかったので、値段の設定や声かけなど初めのうちは円滑な運営

に苦労が絶えませんでしたが、自分たちの目的を言葉で伝えることによって興味を示して

くれ、買ってくれる人が増えていくのがとても印象的でした。お客さんも子供からお年寄

りまで幅広かったのでそこで交わした会話なども、学校生活では味わえない経験をとなり、

ボランティア活動という枠を超えて活動できたと思います。また、学内で行なったフリー
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マーケットでは服やかばんなど用意した商品が若者向けのものが多かったこともあり、多

くの学生たちが買ってくれて私たちも楽しみながらできました。 

 

３．物資集め 

現地へ持っていく物資をどのようなものにするかをみんなで考え、鉛筆・シャーペン・

絵具・サッカーボールなど、特に子供たちにとって必要となるものを用意しました。メン

バーの出身校や茅ヶ崎市内の学校などに物資の依頼をし、準備を進めていました。その過

程で考えさせられることがいくつかありました。それは物資を寄付することによって、現

地の子供たちの中で取り合いがおきてしまうのではないかということなどです。集まった

物資にも限りがあり、みんなに公平に渡すことが困難であるため寄付することによって喜

ばれるどころか、逆にありがた迷惑になってしまうのではないかという意見もありました。

私たちは物を寄付することによって現地の人々の助けになればという思いで活動してきた

けれど、相手の立場になって考えた時に果たしてそれが本当に必要とされているものなの

かと考えました。これは物資援助だけに限らず、ボランティアをしていく上でもこれから

の課題になっていくと思います。 

 

４．最後に 

この半年間、文教ボランティアズの後方支援として、現地に行ったメンバー達とともに

とても有意義な時間を過ごすことが出来ました。出発までは上記のような活動をしてきま

したが、夏休み明けからは、先日開催された学祭に向けての総まとめに入りました。私た

ちは直接的に現地報告などは出来ませんでしたが、写真貼りやポスター作りなどの仕事に

よって少しでも多くの人に私たちの活動を知ってもらおうという思いで取り組んできまし

た。３日間のうち２日間は不運にも台風に見舞われてしまいましたが、それでもたくさん

の方に来ていただき、自分たちの活動をきちんと報告できたと思います。 

現地には行きませんでしたが、中村先生、生田先生を始め、メンバーの仲間たちとの準

備や事前・事後学習を通して、途上国の現状やボランティアの意義など、今まであまり深

く考えていなかった問題にも目を向けることが出来ました。先日の座談会で、ボスニア、

フィリピン、ウガンダ、ボリビア、そしてニューヨークで活動したメンバーの感想を聞き

ました。現地の人々との交流によって感じた喜びから、生活状況を目の当たりにしたショ

ックなどそれぞれが現地から学んできたことが多いと知り、一緒に頑張った仲間としてと

ても嬉しく思います。短い期間でしたが、自分を成長させる充実した日々でした。この文

教ボランティアズでの活動をこれからの学生生活に役立てたいと思います。 


